
中
島
昭
人
・
地
元
実
行
委
員
長（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
奈
良
県
支
部
長
）に
聞
く

奈
良
大
会
へ
の
意
気
込
み

奈
良
も
本
格
的
に
訪
日
誘
客
を

住
民
の「
誇
り
」で
地
域
活
性
化

ＪＲローカル列車を活用
日旅とも連携、県内周遊ツアー

遺跡や食・酒、町家も散策

奈
良
女
子
大
と
産
学
連
携
の
ツ
ア
ー
造
成

新
た
な
着
眼
点
で
企
画
・
催
行

（７） 第３３０２号第３種郵便物認可２０２６年（令和８年）２月７日（土曜日）増刊

地
元
実
行
委
員
会
の
中
島
委
員
長

―
―
奈
良
県
の
観
光
の
現
状
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

奈
良
県
の
観
光
に
お
け
る
最
大
の
課

題
は
、
日
帰
り
客
が
多
く
宿
泊
に
つ
な

が
り
に
く
い
点
だ
。
大
阪
や
京
都
か
ら

近
い
と
い
う
利
便
性
が
逆
に
作
用
し
、

地
域
全
体
に
お
金
が
落
ち
に
く
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
修
学
旅
行

へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
が
、
近
年
は

外
資
系
ホ
テ
ル
の
進
出
も
あ
り
、
多
様

な
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
態
勢
が
整
い

つ
つ
あ
る
。

奈
良
の
強
み
は
、
圧
倒
的
な
歴
史
的

遺
産
の
数
だ
。
す
で
に
三
つ
の
世
界
遺

産
を
持
つ
ほ
か
、
今
年
に
は
「
飛
鳥
・

藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
」
が

登
録
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
実
現
す

れ
ば
国
内
で
唯
一
、
四
つ
の
世
界
遺
産

を
持
つ
都
道
府
県
に
な
る
。
日
本
の
歴

史
の
原
点
と
も
い
え
る
こ
の
地
で
、
そ

の
深
い
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。

―
―
そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
は
奈
良

県
で
開
催
さ
れ
る
。

今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
ふ
た
た

び
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
一
つ
は
、
日
本
の
建
国
の
地
で

あ
る
奈
良
か
ら
、
観
光
を
再
び
活
性
化

さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
。
そ
し
て

も
う
一
つ
が
、
「
二
つ
の
旅
」
の
実
践

だ
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
旅
行
会
社
は
、

地
元
住
民
を
県
外
・
海
外
へ
送
り
出
す

「
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
」
が
中
心

だ
っ
た
。
だ
が

人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
こ
れ

か
ら
は
海
外
か

ら
の
旅
行
者
を

地
域
に
呼
び
込
む
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ

ジ
ネ
ス
」
に
も
本
格
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
地
域
の
旅
行
会

社
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に

生
か
し
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
両
輪
で
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。
そ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
に
し

た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。―

―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
や

地
域
活
性
化
に
必
要
な
こ
と
は
。

産
官
学
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
不
可
欠
だ
。
私
た
ち
旅
行
会
社
が
地

域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
り
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
が
住

む
街
の
歴
史
や
文
化
、
魅
力
を
深
く
知

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
私
が
活
動
の
拠
点
と
す
る

御
所
市
で
は
、

年
以
上
続
く
「
御
所

ま
ち
霜
月
祭
（
そ
う
げ
つ
さ
い
）
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年

月
の
第
１
日

曜
日
に
実
施
し
て
い
る
。
古
民
家
を
一

般
開
放
し
、
地
域
住
民
が
お
も
て
な
し

を
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
当
時
、
御
所

の
商
店
街
か
ら
は
活
気
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
地
元
商
工
会
議
所
の
商
業
部

会
で
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
私
も
立
ち

上
げ
か
ら
参
画
し
て
き
た
。
継
続
的
な

活
動
を
通
じ
て
、
住
民
自
身
が
「
自
分

た
ち
の
街
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
ん

だ
」
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
が
地

域
活
性
化
の
最
も
大
き
な
力
に
な
る
と

信
じ
て
い
る
。

―
―
今
大
会
で
実
施
す
る
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
奈
良
女
子
大
学
と

の
連
携
で
実
現
し
た
コ
ー
ス
も
目
玉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
、
学
生
た
ち
の
若
い
感

性
や
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
、
わ
れ
わ
れ

旅
行
業
の
プ
ロ
が
持
つ
商
品
造
成
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
実
践
的
で
魅
力
的
な
旅
行
商
品
が
作

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
実
施
に

至
っ
た
。

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

人
も
の

学
生
が
参
加
し
、
最
終
的
に
生
ま
れ
た


の
企
画
案
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た

二
つ
の
コ
ー
ス
を
実
際
の
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
に
組
み
込
ん
だ
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
双
方
に
と
っ
て
大
き
な
学
び
と

な
り
、
今
後
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

―
―
中
島
委
員
長
が
思
い
描
く
、
県

内
回
遊
の
具
体
的
な
構
想
は
。

よ
り
深
い
文
化
体
験
を
求
め
る
旅
行

者
を
、
明
日
香
村
や
吉
野
町
な
ど
南
部

へ
い
か
に
誘
導
す
る
か
が
鍵
に
な
る
。

そ
の
仕
掛
け
づ
く
り
と
し
て
、
単
に

移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
Ｊ

Ｒ
ロ
ー
カ
ル
普
通
列
車
や
、
途
中
の
駅

舎
を
観
光
資
源
と
し
て
光
を
当
て
た
、

奈
良
県
内
を
環
状
に
走
る
周
遊
ツ
ア
ー

を
大
会
開
催
日
に
合
わ
せ
て
企
画
し

た
。
行
程
の
途
中
で
バ
ス
な
ど
に
も
乗

り
換
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
鉄
道
を
利

用
し
て
奈
良
県
内
を
周
遊
す
る
仕
掛
け

を
も
っ
と
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
光
が
当
た
っ
て
こ
な
か
っ
た

観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
新
た
な
人

の
流
れ
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

―
―
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

県
支
部
の
メ
ン
バ
ー
に
は
常
々
、

「
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ
」
と
伝
え
て

い
る
。イ
ベ
ン
ト
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
行
政
や
地
元
事

業
者
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
、
い
か

に
し
て
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
結
び
付
け

て
い
く
か
が
最
も
重
要
だ
。

当
日
は
、
日
本
酒
発
祥
の
地
と
し
て

奈
良
が
誇
る
地
酒
や
、
御
所
の
大
和
芋

か
ら
生
ま
れ
た
焼
酎
「
み
か
け
に
よ
ら

ず
」
、
大
和
牛
・
大
和
ポ
ー
ク
、
そ
し

て
柿
の
葉
ず
し
、
三
輪
そ
う
め
ん
と
い

っ
た
素
晴
ら
し
い
「
食
」
の
魅
力
も
発

信
す
る
。「
奈
良
は
う
ま
い
も
の
な
し
」

と
い
う
昔
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

し
、
地
域
の
産
品
を
全
国
に
広
め
る
お

手
伝
い
も
し
て
い
き
た
い
。

大
会
の
「
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ

し
、
発
信
す
る
」
と
い
う
理
念
に
立
ち

返
り
、
「
建
国
の
地

奈
良
か
ら
ふ
た

た
び
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

観
光
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
大
会

に
し
て
い
き
た
い
。

石舞台古墳

日
本
旅
行
は
、
大
会
が
開

催
さ
れ
る
２
月

日
、
県
内

を
走
る
Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
を

活
用
し
た
旅
行
商
品
「
は
じ

ま
り
の
聖
地
飛
鳥
と
大
河
ゆ

か
り
の
大
和
郡
山
を
巡
る
！

奈
良
歴
史
探
訪
日
帰
り
ツ

ア
ー
」
を
催
行
す
る
。
奈
良

県
旅
行
業
協
会
と
の
共
同
企

画
で
、
県
内
を
鉄
道
と
貸
し

切
り
バ
ス
で
周
遊
。
１
日
か

け
て
、
酒
蔵
や
寺
院
、
史
跡

や
観
光
施
設
も
散
策
す
る
。

ツ
ア
ー
は
朝
８
時

分
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
始
ま
る
。

桜
井
市
の
三
輪
駅
ま
で
万
葉

ま
ほ
ろ
ば
線
（
桜
井
線
）
で

移
動
し
た
後
、
近
隣
の
大
神

神
社
を
参
拝
し
、
日
本
酒

「
み
む
ろ
杉
」
「
三
諸
杉
」

の
蔵
元
・
今
西
酒
造
を
見
学
。

希
望
者
は
試
飲
も
可
能
だ
。

そ
の
後
は
貸
し
切
り
バ
ス

に
乗
車
し
、
飛
鳥
地
区
へ
移

動
。
飛
鳥
資
料
館
で
歴
史
の

知
識
を
深
め
る
ほ
か
、
古
代

時
計
「
飛
鳥
水
落
遺
跡
」
や

飛
鳥
寺
の
見
学
な
ど
を
楽
し

め
る
。
昼
食
は
、
石
舞
台
古

墳
を
間
近
に
望
む
体
験
型
ホ

テ
ル
「
ブ
ラ
ン
シ
エ
ラ
石
舞

台
テ
ラ
ス
」
で
、
石
舞
台
定

食
と
奈
良
県
産
野
菜
の
ハ
ー

フ
ブ
ッ
フ
ェ
を
い
た
だ
く
。

食
後
は
、
藤
原
宮
跡
を
車

窓
か
ら
見
学
し
た
後
、
大
河

ド
ラ
マ
『
豊
臣
兄
弟
！
』
ゆ

か
り
の
地
・
大
和
郡
山
地
区

に
移
動
。
郡
山
城
跡
や
春
岳

院
の
見
学
、
藍
染
め
商
の
町

家
を
再
現
し
た「
紺
屋
」や
、

「
金
魚
ア
ス
リ
ー
ト
」
（
柳

町
商
店
街
）
の
自
由
散
策
も

盛
り
込
ん
で
い
る
。

午
後
５
時
半
ご
ろ
に
は
、

奈
良
公
園
一
帯
で
開
催
さ
れ

る
、
冬
の
幻
想
的
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
な

ら
瑠
璃
絵
」
の
会
場
に
到
着

後
、
自
由
見
学
と
い
う
形
で

解
散
す
る
。

大
会
の
前
日
・
翌
日
に
は
、

奈
良
県
内
の
新
た
な
魅
力
を

発
掘
で
き
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
が
全
８
コ
ー
ス
（
Ａ
～

Ｈ
）
催
行
さ
れ
る
。
こ
の
う

ち
、
心
身
の
健
康
を
テ
ー
マ

に
宇
陀
地
域
を
巡
る
Ｇ
コ
ー

ス
、
月
ヶ
瀬
・
田
原
地
区
の

昔
な
が
ら
の
茶
畑
を
訪
問
す

る
Ｈ
コ
ー
ス
（
い
ず
れ
も


日
出
発
）
は
、
観
光
を
学
ぶ

奈
良
女
子
大
学
の
学
生
と
奈

良
県
旅
行
業
協
会
と
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
学
生
が
持

つ
新
た
な
着
眼
点
に
基
づ
き

企
画
立
案
さ
れ
た
プ
ラ
ン

を
、
県
旅
行
業
協
会
が
実
現

性
と
安
全
性
を
検
証
し
、
具

体
的
な
旅
行
商
品
と
し
て
完

成
さ
せ
た
＝
左
図
。
今
大
会

で
は
、
こ
う
し
た
産
学
連
携

事
業
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
。
ほ
か
、
Ａ
～
Ｆ
コ
ー
ス

は
次
の
通
り
。

【
Ａ
コ
ー
ス
（
奈
良
）
】

「
光
と
静
寂
が
満
ち
る
夜
、

奈
良
は
神
秘
に
変
わ
る
。
な

ら
瑠
璃
絵
と
東
大
寺
『
大
仏

殿
夜
間
特
別
開
扉
』
」

【
Ｂ
コ
ー
ス
（
飛
鳥
）
】

「
日
本
の
国
の
は
じ
ま
り

飛
鳥

古
代
の
歴
史
遺
産
探

訪
」【

Ｃ
コ
ー
ス
（
橿
原
）
】

「
神
話
と
現
代
史
を
実
感

す
る
豪
商
の
町
『
今
井
町
』

と
日
本
の
は
じ
ま
り
橿
原
神

宮
（
正
式
参
拝
）
」

【
Ｄ
コ
ー
ス
（
桜
井
）
】

「
歴
史
香
る
総
本
山
長
谷

寺
と
大
神
神
社
。
奈
良
の
味

覚
と
名
産
に
出
会
う
一
日
」

【
Ｅ
コ
ー
ス
（
奈
良
）
】

「
鹿
寄
せ
か
ら
始
ま
る
静

寂
な
朝

東
大
寺
と
奈
良
の

迎
賓
館『
料
亭

菊
水
楼
』」

【
Ｆ
コ
ー
ス（
大
和
郡
山
）】

「
今
こ
そ
脚
光
！
『
豊
臣

兄
弟
！
』
ゆ
か
り
の
地
、
大

和
郡
山
を
訪
ね
て
」

■
「
四
つ
目
の
世
界
遺
産
登
録
」
を
目
指
し
て

現
在
、
奈
良
県
は
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関

連
資
産
群
」
を
県
内
四
つ
目
の
世
界
文
化
遺
産
と
し
て

今
年
中
に
登
録
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
６
世
紀

末
か
ら
８
世
紀
初
頭
の
建
築
・
土
木
技
術
を
用
い
た
宮

殿
や
官
衙

か
ん
が

（
役
所
）
、
墳
墓
、
仏
教
寺
院
跡
な
ど

の

遺
跡
を
中
核
と
し
た
遺
跡
群
で
、
古
代
宮
都
の
形
成
を

示
す
東
ア
ジ
ア
唯
一
の
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。
後
の
平

城
京
や
平
安
京
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

■
『
豊
臣
兄
弟
！
』
ゆ
か
り
の
地
も
多
数
存
在

豊
臣
秀
長
が
、
兄
・
秀
吉
を
支
え
る
姿
を
描
く
、
今

年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
豊
臣
兄
弟
！
』
。
奈

良
県
に
は
、
宇
陀
市
や
高
取
町
な
ど
、
県
内
各
地
に
秀

長
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
存
在
す
る
が
、
中
で
も

秀
長
が
城
主
を
務
め
た
郡
山
城
が
あ
っ
た
の
が
大
和
郡

山
市
だ
。
今
年
３
月
２
日
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
１
階
で
、
展
示
企
画
「
豊
臣
兄

弟
！

大
和
郡
山
大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
２

０
２
７
年
１
月

日
ま
で
の
間
、
時
代
背
景
や
登
場
人

物
、衣
装
や
小
道
具
を
展
示
す
る（
年
末
年
始
は
休
業
）。




